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０ 調査概要

22025/7/14

１．趣旨
内部質保証の観点から本学の学位授与方針に明示した学生の学修成果（自己評価）を把握

するため実施する。

２．実施方法・調査項目等
（１）名称 学修成果振り返りアンケート
（２）実施形態 Web形式。非匿名（ユーザー名を記録して回答と共に表示）で回答。
（３）実施期間 令和７年１月１４日～３月７日
（４）実施方法 授業支援システムで実施
（５）質問項目 設問数は選択式23問、自由記述1問（概ね5分程度の回答時間を想定）

【主な質問項目】
・学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に関する質問
・カリキュラム・マップ項目に関する質問
・本学での経験に関する質問
・本学の推奨度に関する質問





２-2 学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）に関する質問
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82.8％の学生が「持続可能な社会づくりのための具体的な提案･実践ができる」「ある程度で
きる」と回答。「全くできない」と回答した学生は０％。

Q.本学の学位授与方針（ディプロマ・ポリシー）、「持続可能な社会づくりのための具体的な提案･実践ができるか」
について、現時点でのあなたの状況を自己評価してください。

２．ある程度できる１．できる

３．あまりできない ４．全くできない
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３ カリキュラム・マップ項目に関する質問
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両学部ともに、全ての項目で2.1以上となっており「身に付いた」に近い傾向がある。
「多様性を理解し、協働できる力」が「身に付いた」と回答する学生が52.7%、「コミュケー
ション能力」が44.8%、「文章作成能力」が40.9％であった。

Q.あなたは、次に掲げる能力を本学に在学している間に身に付きましたか。

平均値：身に付いた「３」、ある程度身に付いた「２」、あまり身に付かなかった「１」、身に付かなかった「０」として算出。
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４ 本学での経験に関する質問
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「（10）総合的にみて本学に進学したことを満足している」は96.6％が肯定的な回答。
次いで、 「（9）学んだことが役に立つ」は95%、 「（4）教職員の教育サポート」は
91.7％、「（6）友人関係」 は89.7％（「そう思う」は66.5%）が肯定的な回答であった。

Q.本学での経験に関する以下の質問に答えてください。

平均値：そう思う「３」、ある程度そう思う「２」、あまりそう思わない「１」、全くそう思わない「０」として算出。
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